













連合国軍は,軍 事占領 し,軍政により敗戦国軍隊の解体,そ の政治 ・経済制
度の非軍事化 ・民主化を実施し,戦争主謀者を戦争犯罪人 として捕え,軍事裁




マ ッヵ一サー司令部に よって,婦 人の解放,労 働組合の助長,教 育の民主















り,芋やとうもろこし,さ らには大豆カスまでもが配給 され,そ れも21年には




いるような有様であった。それは,戦 争の末期 よりもさら)/Y悲惨な,考 え得る
(5)
限 りのどん底の生活であったのである。そして,こ のような状況は尚数年の問
続いたのである。 このような窮乏状況を吉田久一は 「国民生活の 『総スラム
化』とでも称すべき,底辺での均等化現象は,すでに生活者個人の手を離れた






























その親戚に引渡され,そ れがない場合は,養 子 として養育された り或いは国の
機関で育成 された りした。また,当然のことなが ら,この時期に施設へ収容さ








空襲 ・戦災に囚って孤児となった児童は,昭 和21年当時,全 国で乳幼児816
ママ くけ














彼 らはす ぐに民間の社会事業施設に収容されたが,す ぐに元の場所に逃げ帰っ
ている。また,東 北線,上越線,信越線等に神出鬼没し,乗客の慈悲心,同 情










時の国鉄大阪駅 と天王寺駅 とに戦時相談所を開設 し(終戦～21年2月まで天王
寺のみ一時閉鎖),8月 には市民案内所と改称して,増 加する一方の浮浪者や
引揚者,そ して孤児に対 して,適切な助言を与えた り,他の専門機関を紹介し




















約400名と推 定 してお り,そ の内233名を13施設 で収容を している。 これ ら児童
の分布 をみ る と,2～4歳12名 が母親 と浮浪中保護 されてお り,学 齢児 であ る
8歳 ～14歳が165名(70.8%)を占めてい る。年齢 別には,10歳児が34名(14.6














































































































する者,医 師,児 童保護施設の責任者,其 の他児童保護に熱意 と能力とを
有する者に依って組織する。
表2浮 浪児保護状況調
当 月 中 浮 浪 児 総 数 当月中保護その他減耗数 差 引 月末 浮 浪 児 数

































































































































































体自ら経営管理する特別保護施設を設ける。 を趣旨とし,具 体的要領 と して
は,大 きく(1)発見(2)撰別(3)保護施設収容後の保護 に分け られている。
(1)発見は,さ らに①常時発見 ②一斉発見 ③巡廻発見とし,常時に,定 期
的且つ一斉に,随 時,と浮浪者の発見に当ったのである。
(2)発見された浮浪者は一時保護所に送致 され,そ こで検疫(DDT散 布等)
医療,衛 生(入 浴,理 髪等)の処理を受け,衣服の給与や給食を受けた後,そ
の先成年者 と幼少年など処置が変えられる。本論のテーマである幼少年につい
てみると,彼 らは児童鑑別所に送 られるか,親 権者又はこれに代るべき者があ
































































































































理,知 能,健 康等綿密な検査を受け,そ の特性に適する施設(児 童保護収容




















児は靴みが き,新聞売 り,煙草売 り,ヤ ミ市手伝いをするなどしていた。いわ
ば一社会人でもあったわけで,彼 らに とっては無理矢理収容された上に規則正
しい生活を強いられるなど全 く不本意であ り,結果的V'脱走を繰 り返すことに
な り,浮浪児対策が最大の課題であったにもかかわらず根本的な解決 とはなら
なかった。
厚生省は,戦 後の孤児保護対策の資料作成作 りの一環 として,「 全国孤児一
斉調査」を 実施する旨の通知を昭和22年12月6日付で 出し,同 調査は昭和23





浮浪児対策は制定後も続け られてお り,「浮浪児根絶緊急対策要綱」(昭 和23
年11月5日付)が 出されてお り,これが厚生次官 ・国家地方警察本部次長 ・文
部次官 ・運輸次官 ・労働次官の連名で出されている点からも,この対策に国を
挙げて取 り組む姿勢が感 じられる。







京都市は 厂神社,仏 閣を始め学校,図 書館,美 術館,博 物館その他名所史跡
が多く,この中に我kの 文化的にも相当の参考資料になるものもある。つま り
京都の施設は殆どが非戦闘的なもので取 り立てて爆撃 目標す る もの はなかっ
Vi'
た」 という理由で空襲を受けておらず,殆 んど無傷の状態で終戦を迎xた 。無




容施設で収容保護 されている(昭 和21年11月30日現在,同 胞援護会調)。それ
が,翌 年の6月15日付の児童局養護課に よる 「未収容の浮浪児数調」V'よる
　ひ
と,107名(内36名孤児)の 児童が未収容児 として挙 げ られ ている。 さらに,
児童福祉法 の制定直後 の昭和23年2月1日 の 「全 国孤児一斉 調査」 に よる と,
京都府 の孤児総数 は,4,608名となってお り,同 調査における大阪府4,431名,
おゆ
兵庫県5,970名と殆んど大差のない数字 となっている。 表3は,昭 和21年時点
と推定される空襲,戦 災に因 り孤児 となった乳幼児及学童の数 と,昭和23年の
全国一斉調査の結果である。 これを先に述べたいくつから数字 と合わせて考え
られることは,概 ね2年 間に空襲を受けていない京都(そ れも中心は京都市と
いxる)へ の児童の大規模な流入があったということである。但し,前述ゐ文




























京都市における戦後の児童対策のスター トは,や は り浮浪者対策であった。
終戦当時の浮浪者が集中していたのは京都駅であ り,そこは 「冷えこんだ コン
クリー トの上に,はだかの浮浪者が,い っぱいで,歩道を歩 くことが出来ない
ほど」の状況であった。 これらの浮浪者に大阪,兵庫等から流入した と考えら
れる児童 も含めて,多 くの児童が混 じっていたことは疑 う余地はない。
当時京都市には,明 治中頃に創設の歴史をもつ3つ の施設が既にあ り児童の
保護に当っていた。そ して,さ らV'終戦後の混乱時に戦災孤児や浮浪児の収容








公教会附属和洋技芸学園内 とあ り,そ の後,昭 和28年名称も京都聖嬰会 と改
め,園 舎も新築,現 在地(北 区衣笠)),Y移転している。設立期には,「仏教国
日本,な かでも京都に外人女性が住みだしたこと自体,当 時の市民に奇異を与
えた」 と述べられている。
次いで,明 治26年平安徳義会附属孤児院が設立 されている。同施設は,儒 学
の影響を強 く受けていた青年5名(田 中泰輔,森 嶋将造,鈴 木萬年・木村平次
郎,川 嶋芳次郎)が設立した平安徳義会の会規則第6条 第3項 事業ノ大成二従
テ施療医院若 クハ育児院ヲ設置シ事実ノ憫然ナル病者ヲ治療シ或ハ孤児及棄児













は,母 の遺産5万 円を原資 として,当 時京都市内で,「棄児,孤 児,基 他貧困
者の哺乳児の養育するの機関乏 しきを見」 本院を創設したものである。 同院
は,そ の後大正7年 丹治氏個人から,同氏が浄土宗の篤信者であ り知恩院の信
徒でもあった こともあ り知恩院に寄付された。同院は,当 初は下京区麩屋町松
原下ル鱗形町に創設され,そ の後大正年間の殆んどを上京区岡崎(現 左京区岡






し,そ の状況の緩和に対処 した。 そ こで設置されたのが,若 宮寮であ り,京
都市指月寮であり積慶園であ り,その積慶園の女子寮 として設立された北山寮
(現つばさ園)で ある。


















ま り,ある意味では全 く無名であったといxる。 しかしなが らフラナガンが神
父即宗教者 としての立場 も併せて 「いま目の前にある多 くの戦災によって傷つ
いた浮浪児,そ の他多くの子供たちは,°rの 子供たちと区別 しないで育てる
ことが大事 じゃないか。日本の施設の皆さんは明るい希望を持 ってください,
おロ






午前 ・ 「積慶園」 「和敬学園」訪問
※ 和敬学園は司法保護施設であった。
午後 ・ 「天主公教女子教育院並に幼稚園」 「平安徳義会」 「指月寮」訪
問
4月29日(火)
午前 ・戦災引揚孤児,浮 浪児の各施設の代表 との懇談会(於:府 正庁)




午前 知恩院,京 都御所,川 島織物,象 彦漆器店,稲 華美術店等訪問
午後 大阪へ向 う
同日程で明 らかなように,実際に訪ずれた施設は5ヵ所である。訪問先は様k








れた施設(積 慶園)の 長として請われ,仏 教精神を現実の社会に具現する使命
を負って,浮浪児の窮状を救 うた めに児童養護への道を選ぶに到ったのであ







村に対 して予想以上の影響を与えた。それは,出会いか ら約8年 後に,積 慶園
創設10年を記念 して創刊された 「積慶園だより」の冒頭で,「 日本より何倍か
す ぐれている社会保障制度がしかれているアメリカでも,国だけにたよってい
たのではこうした施設の子どもたちに幸せを保障することはできない。施設自
ら児童福祉 わけても施設の現状や子 ども達の日頃の くらしについて広 く社
　






極めて粗削 りなが ら,終戦か ら児童福祉法の制定までの間の児童福祉対策と
状況について考察 した。近代における我が国の最大の社会変動の一つに挙げら
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